
(57)【要約】

【課題】単一チャンバ内に基板、フィルムトレイ、マス

クを同時に移送しかつ工程を進行させることができる有

機発光表示装置製造用ホルダーを提供する。

【解決手段】ホルダー本体と、前記ホルダー本体の両端

に複数個設置される支持部材で構成され、前記支持部材

は所定の高さを持つ側壁と、これに折曲形成される支持

板で構成される‘Ｌ'字形状であり、前記支持板は、基

板、フィルムトレイ及びマスクをそれぞれ支持して移送

中位置を確保してパターンのずれを防止するように多段

の段差が形成される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ホ ル ダ ー 本 体 と 、
　 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 の 両 端 に 複 数 個 設 置 さ れ る 支 持 部 材 と で 構 成 さ れ 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 所 定 の 高 さ を 持 つ 側 壁 と 、 こ れ に 折 曲 形 成 さ れ る 支 持 板 で 構 成 さ れ る
‘ Ｌ '字 形 状 で 、
　 前 記 支 持 板 は 、
　 基 板 、 フ ィ ル ム ト レ イ 及 び マ ス ク を そ れ ぞ れ 支 持 し て 移 送 中 位 置 を 確 保 し て パ タ ー ン の
ず れ を 防 止 す る よ う に 多 段 の 段 差 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 発 光 表 示 装 置 製 造 用
ホ ル ダ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 支 持 部 材 の 支 持 板 は 、
　 前 記 基 板 を 支 持 す る た め の 第 1段 差 が 形 成 さ れ る 第 1支 持 部 と 、
　 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 同 時 に 支 持 す る た め の 第 2段 差 が 形 成 さ れ る 第 2支 持 部 と
か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 製 造 用 ホ ル ダ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、
　 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 の 一 端 に 少 な く と も 3個 ず つ 設 置 さ れ 、 ホ ル ダ ー 本 体 の 両 端 に 少 な く
と も 6個 が 具 備 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 製 造 用 ホ ル ダ ー
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 の 上 下 側 端 に 位 置 し た 前 記 支 持 板 の 第 1支 持 部 は 、
　 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 の 中 央 に 位 置 し た 支 持 板 の 第 1支 持 部 よ り 2倍 以 上 長 く 形 成 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 3に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 製 造 用 ホ ル ダ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 の 上 下 側 端 に 位 置 し た 前 記 支 持 板 の 第 1支 持 部 は 、 ‘ Ｌ '字 形 状 を 持 つ
よ う に 切 開 さ れ た 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 製 造 用
ホ ル ダ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 2支 持 部 は 、
　 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 縦 長 方 向 に 堅 固 に 支 持 す る た め に 縦 長 方 向 に 長 く 形 成 さ
れ た 延 長 部 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 製 造 用 ホ ル ダ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 支 持 す る た め の 補 助 支 持 片 が さ ら に 具 備 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 1ま た は 請 求 項 2に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 製 造 用 ホ ル ダ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 有 機 発 光 表 示 装 置 製 造 用 ホ ル ダ ー に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 単 一 チ ャ ン バ 内 に 基
板 、 フ ィ ル ム ト レ イ 、 マ ス ク を 同 時 に 移 送 し か つ 工 程 を 進 行 さ せ る こ と が で き る 有 機 発 光
表 示 装 置 製 造 用 ホ ル ダ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 平 板 表 示 素 子 で あ る 有 機 発 光 素 子 は 、 有 機 物 自 体 の 発 光 に よ っ て カ ラ ー 画 像 を
具 現 す る 超 軽 薄 型 表 示 素 子 で あ り 、 そ の 構 造 が 簡 単 で か つ 光 効 率 が 高 い と い う 点 で 次 世 代
の 有 望 デ ィ ス プ レ イ 装 置 と し て 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 有 機 発 光 素 子 は 、 ア ノ ー ド と カ ソ ー ド 、 そ し て 、 前 記 ア ノ ー ド と カ ソ ー ド の
間 に 介 在 さ れ た 有 機 膜 を 含 む 。 前 記 有 機 膜 は 最 小 限 発 光 層 を 含 ん で お り 、 前 記 発 光 層 の 外
に も 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 電 子 輸 送 層 、 電 子 注 入 層 を さ ら に 含 む こ と が で き る 。 こ の
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よ う な 有 機 発 光 素 子 は 前 記 有 機 膜 、 特 に 、 前 記 発 光 層 を 成 す 物 質 に よ っ て 高 分 子 有 機 発 光
素 子 と 低 分 子 有 機 発 光 素 子 と に 分 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 有 機 発 光 素 子 に お い て 、 プ ー ル カ ラ ー 化 を 具 現 す る た め に は 、 前 記 発 光 層 を
パ タ ー ニ ン グ し な け れ ば な ら な い が 、 OLED製 作 方 式 で は FMM(fine mask)を 利 用 し た 直 接 パ
タ ー ニ ン グ 方 式 と 、 LITI(laser induced thermal imaging)工 法 を 適 用 し た 方 式 、 カ ラ ー
フ ィ ル タ ー (color filter)を 利 用 す る 方 式 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 OLED製 作 に お い て 、 高 解 像 度 を 実 現 す る こ と が で き る LITI工 法 を 適 用 す る た め に は 、 フ
レ キ シ ブ ル (flexible)PET、 PESな ど の フ ィ ル ム が 要 求 さ れ 、 ま た 、 こ れ を 偏 平 に 固 定 す る
た め の フ ィ ル ム ト レ イ が 要 求 さ れ る 。 特 に 、 大 型 高 解 像 度 の OLEDを 得 る た め に は 大 型 フ ィ
ル ム ト レ イ の 製 作 を 先 行 さ せ な け れ ば な ら ず 、 こ の 場 合 、 フ ィ ル ム の 水 平 度 の み な ら ず 蒸
着 工 程 を 遂 行 す る た め の 真 空 チ ャ ン バ 内 に 移 送 す る た め に ト レ イ の 軽 量 化 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 LITI工 法 を 適 用 す る に 当 り 、 フ ィ ル ム に 有 機 /無 機 層 を 形 成 し て 、 ガ ラ ス 基 板 ま
た は TFT基 板 上 に 有 機 /無 機 /メ タ ル 多 層 薄 膜 を 形 成 し な け れ ば な ら な い が 、 こ の 場 合 、 各
製 品 の パ タ ー ン 形 成 の た め の マ ス ク の 使 用 も 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 は フ ィ ル ム に 有 機 /無 機 層 を 形 成 す る た め の フ ィ ル ム 専 用 チ ャ ン バ と 、 基 板 上 に 有
機 /無 機 /メ タ ル 多 層 薄 膜 を 形 成 す る た め の 基 板 専 用 チ ャ ン バ を そ れ ぞ れ 別 に 使 用 し て い た
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 基 板 専 用 チ ャ ン バ に 基 板 を ロ ー デ ィ ン グ し て 有 機 /無 機 /メ タ ル 多 層 薄 膜 を 形
成 す る た め の 蒸 着 工 程 を 遂 行 し 、 こ れ と は 別 に フ ィ ル ム 専 用 チ ャ ン バ に フ ィ ル ム を ロ ー デ
ィ ン グ し て 有 機 /無 機 層 を 形 成 し た 後 、 レ ー ザ 熱 転 写 法 に よ っ て 基 板 上 に 有 機 層 を 転 写 す
る 過 程 で 工 程 を 進 行 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 従 来 は 、 フ ィ ル ム 専 用 チ ャ ン バ と 基 板 専 用 チ ャ ン バ を そ れ ぞ れ 別 々 に 使 っ て
い た の で 、 こ れ に よ る 製 造 工 程 上 の 不 便 さ が あ り 、 ま た 基 板 、 マ ス ク 、 フ ィ ル ム ト レ イ の
互 い に 異 な る 三 種 類 の 移 送 及 び 支 持 の た め の そ れ ぞ れ の ホ ル ダ ー を 使 わ な け れ ば な ら な い
と い う 煩 わ し さ が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 前 記 従 来 の 有 機 発 光 表 示 装 置 製 造 用 ホ ル ダ ー に 関 す る 技 術 を 記 載 し た 文 献 と し て
は 特 許 文 献 １ が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 特 許 出 願 公 開 第 10-2003-0074376号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 前 記 問 題 点 を 勘 案 し て 案 出 し た も の で 、 LITI工 法 を 適 用 し た 　 OL
ED及 び フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス プ レ イ (flexible display)製 作 に お い て 基 板 、 フ ィ ル ム ト レ イ
、 マ ス ク を 同 時 に 移 送 し か つ 工 程 を 進 行 さ せ る こ と が で き る ホ ル ダ ー を 提 供 し て 単 一 の チ
ャ ン バ で 工 程 を 進 行 で き る よ う に す る こ と に そ の 目 的 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 目 的 を 果 た す た め に 、 本 発 明 で は 、 ホ ル ダ ー 本 体 と 、 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 の 両 端 に 複
数 個 設 置 さ れ る 支 持 部 材 で 構 成 さ れ 、 前 記 支 持 部 材 は 所 定 の 高 さ を 持 つ 側 壁 と 、 こ れ に 折
曲 形 成 さ れ る 支 持 板 で 構 成 さ れ る ‘ Ｌ '字 形 状 で 、 前 記 支 持 板 は 基 板 、 フ ィ ル ム ト レ イ 及
び マ ス ク を そ れ ぞ れ 支 持 し て 移 送 中 位 置 を 確 保 し 、 パ タ ー ン の ず れ を 防 止 す る よ う に 多 段
の 段 差 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 発 光 表 示 装 置 製 造 用 ホ ル ダ ー が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 前 記 支 持 部 材 の 支 持 板 は 、 前 記 基 板 を 支 持 す る た め の 第 1段 差 が 形 成 さ れ る 第 1支 持 部 と
、 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 同 時 に 支 持 す る た め の 第 2段 差 が 形 成 さ れ る 第 2支 持 部 と
で 構 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 支 持 部 材 は 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 の 一 端 に 少 な く と も 3個 ず つ 設 置 さ れ て 、 ホ ル
ダ ー 本 体 の 両 端 に 少 な く と も 6個 が 具 備 さ れ 得 る 。 同 時 に 、 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 の 上 下 側 端
に 位 置 し た 前 記 支 持 板 の 第 1支 持 部 は 、 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 の 中 央 に 位 置 し た 支 持 板 の 第 1支
持 部 よ り 2倍 以 上 長 く 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し く 、 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 の 上 下 側 端 に 位 置 し
た 前 記 支 持 板 の 第 1支 持 部 は ‘ Ｌ '字 形 状 を 持 つ よ う に 切 開 さ れ た 形 状 と 成 り 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 第 2支 持 部 は 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 縦 長 方 向 に 堅 固 に 支 持 す る た め
に 縦 長 方 向 に 長 く 形 成 さ れ た 延 長 部 を 持 つ か 、 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 支 持 す る た
め の 補 助 支 持 片 が さ ら に 具 備 さ れ 得 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 に よ れ ば 、 LITI工 法 を 適 用 し た OLED及 び フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス プ レ イ (f
lexible display)製 作 に お い て 基 板 、 フ ィ ル ム ト レ イ 、 マ ス ク を 同 時 に 移 送 し か つ 工 程 を
進 行 さ せ る こ と が で き る ホ ル ダ ー を 提 供 す る の で 、 単 一 の チ ャ ン バ で 基 板 、 フ ィ ル ム ト レ
イ 、 マ ス ク の 蒸 着 工 程 を 進 行 さ せ る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 で は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 示 し た 図 面 を 参 照 し 、 よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 添 付 し た 図 1は 、 本 発 明 に よ る ホ ル ダ ー の 第 1実 施 形 態 を 図 示 し た 斜 視 図 、 図 2は 本 発 明
に よ る ホ ル ダ ー の 第 1実 施 形 態 を 図 示 し た 要 部 斜 視 図 で あ り 、 本 発 明 に よ る ホ ル ダ ー の 第 1
実 施 形 態 は 、 概 ね 直 四 角 形 状 の ホ ル ダ ー 本 体 10と 、 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 10の 両 端 に 複 数 個 設
置 さ れ る 支 持 部 材 20と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 支 持 部 材 20は 、 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 10の 一 端 に 3個 ず つ 設 置 さ れ て 、 ホ ル ダ ー 本 体 10
の 両 端 に 少 な く と も 6個 が 具 備 さ れ る 。 す な わ ち 、 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 10の 上 下 側 端 と 前 記
ホ ル ダ ー 本 体 10の 中 央 に 一 定 間 隔 を 置 い て 設 置 さ れ て 基 板 の 端 及 び 両 端 を 支 持 す る 。 こ の
よ う に 前 記 支 持 部 材 20を 6個 以 上 構 成 す る の は 基 板 の 垂 れ を 防 止 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 便 宜 上 、 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 10の 上 下 側 端 に 設 置 さ れ る 支 持 部 材 を 第 1支 持 部 材 30と し 、
前 記 ホ ル ダ ー 本 体 10の 中 央 に 設 置 さ れ る 支 持 部 材 を 第 2支 持 部 材 40と し て 本 発 明 の ホ ル ダ
ー に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 で は 前 記 支 持 部 材 20を 6個 設 置 し た が 、 本 発 明 は 前 記 支 持
部 材 20の 個 数 を 6個 に 限 定 す る も の で は な く 、 場 合 に よ っ て は そ れ 以 上 設 置 す る こ と が で
き る こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の ホ ル ダ ー は 、 前 記 支 持 部 材 20が ホ ル ダ ー 本 体 10の 両 端 に 6個 具 備 さ
れ て 基 板 を 支 持 す る こ と で 、 基 板 移 送 の 円 滑 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 第 1、 第 2支 持 部 材 30,40は 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 10と 所 定 間 隔 を 置 い て 基 板 や フ ィ ル ム
ト レ イ な ど が 載 せ ら れ る よ う に 所 定 の 高 さ を 持 つ 側 壁 31と 、 こ れ に 折 曲 形 成 さ れ る 支 持 板
32で 構 成 さ れ て 、 概 ね ‘ Ｌ '字 形 状 を 持 つ 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 前 記 支 持 板 32は 基 板 、 フ ィ ル ム ト レ イ 及 び マ ス ク を そ れ ぞ れ 支 持 し て 移 送 中 位
置 を 確 保 し て パ タ ー ン の ず れ を 防 止 す る よ う に 多 段 の 段 差 33a,34aが 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 す な わ ち 、 前 記 支 持 部 材 30の 支 持 板 32は 、 図 2の よ う に 、 前 記 基 板 を 支 持 す る た め の 第 1
段 差 33aが 形 成 さ れ る 第 1支 持 部 33と 、 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 同 時 に 支 持 す る た め
の 第 2段 差 34aが 形 成 さ れ る 第 2支 持 部 34と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク は 、 基 本 的 に 同 じ 構 造 で 構 成 さ れ る の で 本 発 明 の 第 1実 施
形 態 で は 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 同 時 に 支 持 す る 第 2段 差 34aを 形 成 し た が 、 場 合 に
よ っ て は 他 の 形 態 を 適 用 す る こ と が で き る の は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 前 記 第 1支 持 部 材 30の 支 持 板 32の 第 1支 持 部 33は 、 前 記 ホ ル ダ ー 本 体 10の 中 央 に
位 置 し た 第 2支 持 部 材 40の 支 持 板 42の 第 1支 持 部 43よ り 2倍 以 上 長 く 形 成 さ れ る 。 こ れ は ホ
ル ダ ー に 基 板 が 載 せ ら れ た 場 合 、 図 3の よ う に 、 基 板 50を 支 持 す る に 当 っ て 基 板 50の 上 下
側 端 を 横 長 方 向 で 堅 固 に 支 持 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 6個 の 支 持 部 材 20が 設 置 さ れ て 、 ホ ル ダ ー 本 体 10の 上 下 側 端 に 設 置 さ れ る 第 1
支 持 部 材 30の 第 1支 持 部 33が 長 く 形 成 さ れ る こ と で 、 本 発 明 の ホ ル ダ ー は 大 型 基 板 の 垂 れ
を 防 止 す る こ と が で き 、 垂 れ 量 が 最 小 30ｍ ｍ 以 内 に な る よ う に し て 基 板 を 支 持 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 前 記 第 1支 持 部 材 30の 支 持 板 32の 第 1支 持 部 33は 、 基 板 50の 端 の み を 支 持 す る よ う
に ‘ Ｌ '字 形 状 に 切 開 さ れ た 形 状 を 持 つ 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 添 付 し た 図 3は 、 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に よ っ て 基 板 が 支 持 さ れ る こ と を 図 示 し た 斜 視 図
、 図 4は 、 図 3で の 要 部 斜 視 図 で あ り 、 前 記 第 1支 持 部 33,43に 基 板 50が 置 か れ れ ば 、 前 記 第
1段 差 33a,43aに よ っ て 基 板 50の プ レ ・ ア ラ イ ン (pre-align)機 能 を 遂 行 す る よ う に な る の
で 、 移 送 中 位 置 の 再 現 性 を 確 保 し て OLEDパ タ ー ン の ず れ を 防 止 す る こ と が で き る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 前 記 第 2支 持 部 34は 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 同 時 に 支 持 す る た め で あ り 、
特 に 、 前 記 第 1支 持 部 材 30の 第 2支 持 部 34は 、 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 縦 長 方 向 に 堅
固 に 支 持 す る た め に 縦 長 方 向 に 長 く 形 成 さ れ た 延 長 部 34bを 持 つ 形 状 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 延 長 部 34bが 形 成 さ れ た 第 2支 持 部 34は 、 図 5に 図 示 し た よ う に 、 ホ ル ダ ー に
フ ィ ル ム ト レ イ 60が 載 せ ら れ て 移 送 す る 時 、 フ ィ ル ム ト レ イ 60を 堅 固 に 支 持 す る こ と が で
き る よ う に な っ て 、 一 般 に 15kg以 上 に あ る フ ィ ル ム ト レ イ 60と マ ス ク を 堅 固 に 支 持 し て 移
送 が で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ 60と マ ス ク が 前 記 第 2支 持 部 34に 置 か れ れ ば 、 第 2段 差 34aに
よ っ て 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ 60と マ ス ク の プ レ ・ ア ラ イ ン (pre-align)機 能 を 遂 行 す る こ と
が で き る よ う に な っ て 移 送 中 位 置 再 現 性 を 確 保 し て OLEDパ タ ー ン の ず れ を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 で は ホ ル ダ ー の 第 2支 持 部 34に 段 差 34aを 形 成 し て プ レ ・ ア ラ イ ン (pre
-align)機 能 を 遂 行 す る よ う に し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ピ ン 構 造 を 適 用 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ 60に 固 定 さ れ た フ ィ ル ム 61が 前 記 第 1支 持 部 33,43に よ っ て
支 持 さ れ る 基 板 50か ら 最 小 2ｍ ｍ 以 上 離 れ る よ う に 構 成 し な け れ ば な ら ず 、 こ の た め に 段
差 の 高 さ を 調 節 し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 図 6は 、 本 発 明 に よ る ホ ル ダ ー の 第 2実 施 形 態 を 図 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 第 1支 持 部 材 80
の 第 2支 持 部 84の 長 さ を 縦 長 方 向 に 長 く 延 長 せ ず 、 前 記 フ ィ ル ム ト レ イ と マ ス ク を 支 持 す
る た め の 別 途 の 補 助 支 持 片 70を さ ら に 設 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 も 同 様 に 、 ホ ル ダ ー に フ ィ ル ム ト レ イ 60が 載 せ ら れ て
移 送 す る 時 、 フ ィ ル ム ト レ イ 60を 堅 固 に 支 持 す る の で 、 上 述 し た 第 1実 施 形 態 と 同 じ 効 果
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ホ ル ダ ー を 積 層 し て 別 途 の カ セ ッ ト 構 造 を 構 成 す れ ば 2段 ～ 5段 以 上 の ス
タ ッ ク 機 能 を 実 現 す る こ と も で き 、 複 数 の チ ャ ン バ を 構 成 す る ク ラ ス タ (cluster)方 式 の
場 合 に 複 数 の ク ラ ス タ の 間 を 移 送 す る よ う に ホ ル ダ ー に 回 転 機 能 を 追 加 し て 構 成 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 こ れ は 例 示 的 な も の に
過 ぎ ず 、 当 該 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 で あ れ ば 、 多 様 な 変 形 及 び 均 等 な 他
の 実 施 形 態 が 可 能 で あ る と い う こ と が 分 か る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る ホ ル ダ ー の 第 1実 施 形 態 を 図 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る ホ ル ダ ー の 第 1実 施 形 態 を 図 示 し た 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に よ っ て 基 板 が 支 持 さ れ る こ と を 図 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 3で の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に よ っ て フ ィ ル ム ト レ イ が 支 持 さ れ る こ と を 図 示 し た 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る ホ ル ダ ー の 第 2実 施 形 態 を 図 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 10　 ホ ル ダ ー 本 体
　 20　 支 持 部 材
　 30,33　 第 1支 持 部 材
　 30　 側 壁
　 31,32　 支 持 板
　 33　 第 1支 持 部
　 34　 第 2支 持 部
　 33ａ 　 第 1段 差
　 34ａ 　 第 2段 差
　 34ｂ 　 延 長 部
　 50　 基 板
　 60　 フ ィ ル ム ト レ イ
　 70　 補 助 支 持 片
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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